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上野みえこ 

（中央区） 

いせり栄次 

（東区） 

弁護士による「無料法律相談」のご案内 
 日本共産党が毎月定例で行っている無料の法律相談です。どなたでもご

利用できます。また、生活相談も合わせて行っています。 

「事前予約制」です。ご希望の日時に電話予約をお願いします。 

●７月１９日（水） 午後 2 時～４時 

中央区・たんぽぽ法律事務所（大江 5-16-1-1F） ℡ 328-2656 

●８月８日（火） 午前 10 時～午後 4時  

  西区・さくら法律事務所（京町本町 1‐22） ℡ 090‐8667‐3148 

●８月１０日（木） 午後 1 時～４時 

南区・菜の花法律事務所（南区江越１‐17‐12） ℡ 322‐7731 

●８月２１日（月） 午後６時～８時 

北区生活相談所（武蔵ケ丘 1‐10‐1）     ℡ 338‐2001 

●８月２３日（水） 午後３時～５時 

東区生活相談所（新生 2‐5‐18ハイツふかだ１F） ℡ 328‐2656 

 

市長の「建替えの方向ですすめる」、市民は納得していません！ 

 市民連の要望書は、深水副市長が受け

取り、参加者と副市長・政策局長・総務

局長とで懇談しました。 

参加者から、率直な意見や疑問が出さ

れました。市は、「理解してほしい」と

建替え方針を繰り返すばかりでした。 

6月 27日、熊本市民連絡会で「市庁舎の建替え方針撤回と建設中止を求める要望」を市長に提出 

＜参加者の率直な声＞ 

・有識者会議の耐震性能分科会はなぜ「非公開」なのか？熊本地震で損傷しな

かった市役所を、なぜ壊して建替えねばならないのかわからない。 

・桜町再開発・その周辺に 500 億円投入して間もないのに、今度は市役所建替

えに 430 億円も使う。市民連で、学校給食無償化・子ども医療費完全無料化・

市営住宅改善・道路改修などを要望すると、どの部署からも「お金がない」

と言われる。市は、過去最悪の借金 5,000 億円、100 億円は必要な基金は 37

億円。普通、家を建てる時に、借金だらけで貯金がないなら、家は建てない。 

・市民説明会は小学校区ごとに開いて、説明を尽くしてほしい。 

・市民は、「もう建替えは決まっている」という理解の人と、「建替える話があ

ること」すら知らない人もいる。 

・県下で一番古い庁舎の玉東町は、住民サービスが充実、暮しやすくて人気。 

 

【要望事項】 
1、市民の声も聞かずに市長の独断で決めた「市庁舎を建替える方向です

すめる」という方針は直ちに撤回すること。 

2、建替えの根拠となっている耐震性能について審議した「市庁舎整備に

関する有識者会議・耐震性能分科会」の議事録を直ちに公開し、2017

年・2020年、2回の耐震性能評価の検証がどのように行われたのか、

耐震性能評価の検証について説明責任を果たすこと。 

3、過去最悪の借金財政の今、430 億円もかかる市庁舎建設はやめて、

暮らしや福祉・教育・子育て・地域経済応援の市政をすすめること。 

4、市庁舎建替えの是非は、住民投票で決めること。 

5、市庁舎建替え問題は、熊本市の最重要課題であり、全市民を対象の説

明会・意見聴取を行うべき。少なくとも全小学校区での説明会開催を要

望します。合わせて、説明会に足を運ぶことができない人を対象にその

他の手段を使い、充分な説明を行った上での意見聴取を行うこと。 

耐震性能分科会、なぜ非公開？ お金がないのに建替え？ 



（いせり栄次議員の一般質問の前号の続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党熊本市議会だより 2023 年 7 月 9 日号（№1329） 

  

10 月からインボイス制度が始

まろうとしていますが、制度の

周知徹底が進まず、混乱が予想

されます。小規模事業者やフリ

ーランス等に増税となるインボ

イスには、中止・延期を求める意

見書が４３１自治体にも上って

います。 

敵基地攻撃能力や先制攻撃

ができるとした「安保３文書」

の閣議決定で、もしもの時には

報復攻撃などの事態が想定さ

れ、自衛隊基地の強靭化計画が

進められています。宮古島沖で

墜落したヘリコプターは、３日

前に熊本市内の空を飛んでい 

 

郷土熊本が戦場になる危険を想定 

自衛隊への名簿提供は中止を 

情報提供を希望しない場合除外申請の徹底を 

自衛隊の定員割れが続き、自

衛隊員募集をめぐって、国の自

治体への働きかけが強まって

います。自衛隊員募集のために

熊本市は１８歳や２２歳の住

民基本台帳を電子媒体による

名簿や宛名シールなどの形式

で提供した自治体は約 55％で

す。２０ある政令市では、１７

市が名簿提供しています。 

プライバシー侵害に当たる個

人情報保護法違反の名簿提供は

中止すること。名簿を提供しな

いことを求める「除外申請」は、

すべての対象者に申請書を送る

ことを求めました。 

市⾧はこれまでホームページ

で周知していたものを、市政だ

よりでの掲載並びに申請期間の

拡大をすると答弁しました。 

インボイスは様々な問題点が

指摘されているにも関わらず、

強行されようとしています。景

気回復の決め手、消費税の 5％

減税とあわせて、インボイス制

度の中止の声を広げていきます

 

危険な自衛隊基地の強靭化計画 

市民への説明を 

物価高騰から営業守れ 

中小企業施策の充実を！ 

「電気代や円安による資材の値

上げで、夏を乗り切れるか不安」

「コロナ禍の時、目いっぱい融資

を借りているので返済が心配」な

どコロナ禍から引き続く物価高騰

が中小業者の営業を苦しくしてい

ます。ゼロゼロ融資も据え置き期

間が終了し、返済時期を迎えてい

ます。窮地にたつ中小業者への直

接支援が求められています。  

京都市では、中小企業・個人

事業主に法人３万円、個人２万

円の補助金を出しています。熊

本市でも市内事業者への給付

金などの直接支援策の実施を

求めました。 

呼び込み型の大型チェーン

店ばかりの街でなく、熊本らし

い街作りを求めて支援の強化

を求めていきます。 

増税になるインボイス制度は 

１０月からの導入延期・中止を 

たと目撃情報が寄せられていま

す。このような基地の強化策に

対する住民説明会の開催を要望

しました。軍事要塞化が進む沖

縄・南西諸島、その司令部であ

る西部方面総監部の強靭化は、

郷土熊本が戦場になる危険性が

増大します。 

 


